
8本震直後、避難者であふれる菊陽
町役場。この日は熊本県全体で18万3
千人以上が近くの公共機関やグラウン
ドなどに避難して眠れぬ夜を過ごした 
9けが人を懸命に救護する町の保健師 
�いたる所で道路の地割れが発生した 
�外壁が崩れトイレがむき出しの家屋 
��陸上自衛隊による給水に長蛇の列
�全国から届く支援物資（以上菊陽町）
�約20万冊の蔵書の多くが飛び出し床
一面に散乱した合志市立西合志図書館
�棚が倒れ雑然とした役所内。防災
の拠点である役所も大規模災害では被
害を受ける。熊本県内では宇土市、八
代市、大津町、益城町、人吉市の役所
が倒壊の危険により使用不能になった
�石灯籠が崩れ鳥居が崩壊した神社
�県内のあらゆる所に設置されたがれ
きや災害ごみの仮置き場（以上合志市）

1特に被害が大きかった益城町。地盤
が崩壊して倒れた電柱と高圧発電機車 
2２階部分がつぶれた建物 3家屋倒
壊で多くの命が奪われた（以上益城町）
4最大震度６強を観測した菊池市で
は住宅の38棟が全壊、220棟が半壊

（5月23日付）という甚大な被害を受け
た 5地盤沈下が発生したグラウンド 
67土砂崩れや落石により、山間部
では通行止めが多数発生（以上菊池市）

「まさかの出来事」は突然やってくる―

災害発生、
その時。

安全だと思われていた九州を立て続けに襲った
震度７の大地震。４月14日以降、震度４以上の揺れは
110回に達し、６月中も震度５弱の地震が熊本で発生。
今なお余談を許さない状況が続いている。
自然災害の脅威を知り、今わたしたちがすべきことを考える。

び
熊
本
を
襲
っ
た
深
夜
の
激
し

い
揺
れ
。
直
感
的
に「
前
よ
り

大
き
い
」と
感
じ
た
井
上
さ
ん
は
、
机

の
下
に
滑
り
込
み
、
揺
れ
が
お
さ
ま
る

の
を
待
ち
ま
し
た
。
14
日
の
地
震
で
、

大
き
な
揺
れ
で
は「
物
が
倒
れ
る
こ
と
」

「
ま
と
も
に
歩
い
て
逃
げ
ら
れ
な
い
こ

と
」を
痛
感
し
た
た
め
、ち
ょ
う
ど
自
分

の
部
屋
に
も
身
を
守
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
一
刻
も
早
く
避
難
し
よ
う
と
思
い

つ
つ
、
真
夜
中
の
大
地
震
で
は
停
電

で
視
覚
か
ら
情
報
が
入
っ
て
こ
な
い
こ

と
、
通
常
通
り
の
行
動
が
全
く
で
き

な
い
こ
と
に
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
」。

　

な
ん
と
か
外
に
出
る
と
、
す
で
に

多
く
の
人
が
避
難
所
に
向
か
っ
て
歩
い

て
い
ま
し
た
。
深
夜
の
住
宅
街
の
人
の

波
、
そ
の
横
で
信
号
が
消
え
た
道
を

猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
車
…
。
徐
々
に
異

常
な
事
態
を
認
識
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
避
難
所
は
悲
壮
感
に
覆
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
友
達
と
い
つ
も
通
り
に
振
る

舞
お
う
と
し
て
も
、
そ
の
間
も
余
震

は
続
い
て
不
安
は
拭
い
切
れ
ず
、
恐

怖
の
あ
ま
り
涙
を
流
す
人
も
い
ま
し

た
」と
井
上
さ
ん
。
眠
れ
な
い
一
夜
を

過
ご
し
、
翌
朝
、
さ
ら
に
衝
撃
的
な

光
景
を
目
に
し
ま
し
た
。
全
壊
し
た

近
所
の
商
店
、
道
に
広
が
っ
た
崩
れ
た

外
壁
…
。
見
慣
れ
た
街
並
み
が
一
晩
に

し
て
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
シ
ョ
ッ
ク
は
、

相
当
な
も
の
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

避
難
後
も
熊
本
を
常
に
気
に
か
け
、

福
岡
市
内
で
の
被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
。「
多
く
の
人
が
熊
本

を
支
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
無

力
さ
に
悩
ん
だ
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
復
興
に
向
け
、
今
自
分
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
て
行
動
し
て
い

き
ま
す
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
映
像
を
見
る
と「
何
か
助

け
に
な
り
た
い
」と
思
い
な
が
ら「
何

も
で
き
な
い
」「
自
分
は
普
通
に
暮
ら

し
て
申
し
訳
な
い
」と
胸
を
痛
め
る
人

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

た
と
え
現
地
に
行
け
な
く
て
も
、
募

金
や
現
地
産
の
物
を
購
入
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。
通
常
通
り
の
暮
ら
し

で
九
州
を
元
気
に
す
る
こ
と
、
災
害

の
教
訓
を
伝
え
る
こ
と
も
大
切
な
役

目
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ

と
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

被
災
地
支
援
続
々

今
、自
分
に
で
き
る
こ
と

再 熊本大学大学院（熊本
市中央区）に在学する
井上琢

たく

視
み

さん（金田出
身）に地震発生時の状
況をお聞きしました。

Interview

1,498,803円
義援金の総額（6月23日現在 ）

扌町内企業からの物資支援 扌企業と町が共同で食糧支援 扌金田中生徒会発案の募金

福智町をとおして寄せられた

※役場本庁、各支所、各公民館、方城診療所、コスモス保健センターに設置しています。

朝部 雄介さん（伊方）

自分の思いを自分で届けたいと強く思い、募
金と物資を集めて、４月23日に阿蘇市に届

けました。被災地で必要なものは刻々と変わるこ
とを聞いていたので、知人などから現地の情報
を収集。行政も混乱している中、支援する際に
被災地に迷惑をかけないこと、何が求められて
いるかを把握することが最も重要だと思います。

被災地のニーズの把握を

※6月26日現在。震度１以上は1800回以上。

※
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15161８

14

※写真は（　　）の自治体にご提供いただきました。
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油
断
禁
物
、も
は
や
地
震
の
空
白
地
神
話
は
無
い

想
定
外
を
想
定
す
る
。世

界
で
起
こ
る
地
震
の
約
10
分
の
１
が
日
本
周
辺
で
発
生
す
る
。

そ
ん
な
地
震
列
島
日
本
で
暮
ら
す
限
り「
安
全
地
帯
」は
存
在
し
な
い
。

実
際
、
福
智
町
に
も
地
震
を
引
き
起
こ
す
活
断
層
が
走
っ
て
い
る
。

今
ま
で
偶
然
起
き
て
い
な
い
だ
け
で
、
決
し
て
安
心
は
で
き
な
い
の
だ
。

本
は
活
断
層
の
ぎ
っ
し
り
詰

ま
っ
た
上
に
乗
っ
て
い
る
よ
う

な
も
の
で
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や

今
回
の
熊
本
地
震
も
、
内
陸
の
活
断
層

が
原
因
の
直
下
型
地
震
。
こ
れ
は
局
地

的
に
激
震
を
起
こ
す
の
が
特
徴
で
す
。

福
岡
県
に
も
多
く
の
活
断
層
、
断
層

帯
が
あ
り
ま
す
。
福
智
町
の
真
下
を

走
る
福
智
山
断
層
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の

活
断
層
で
地
震
が
発
生
し
た
場
合
も
、

福
智
町
内
で
は
震
度
６
弱
～
６
強
の
揺

れ
が
起
こ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
が

示
す
福
智
山
断
層
帯
の
30
年
以
内
の

地
震
発
生
確
率
は
０
～
３
％
。
一
見
、

安
心
し
そ
う
な
数
字
で
す
が
、
直
下

型
地
震
は
周
期
を
予
測
で
き
な
い
地

震
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
時
、

地
震
発
生
確
率
は「
０・０
２
～
８
％
」

だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
は
人
の
力
で
は
食
い
止

め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
起
こ
り
う
る
災
害

を
想
定
し
、備
え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

あ
な
た
の
備
え
、
大
丈
夫
で
す
か
。

　

福
智
町
内
で
も
、
地
域
ご
と
に
防

災
ち
ず
を
作
成
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
災
害
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
防
災
活
動
に
よ
る
自
衛
意
識
の

向
上
、
情
報
共
有
は
も
ち
ろ
ん
大
切

で
す
が
、
最
も
重
要
な
の
は
日
ご
ろ
か

ら
地
域
の
集
ま
り
に
参
加
し
、
声
を

掛
け
合
う
関
係
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

昨
年
、
町
で
は「
避
難
行
動
要
支
援

者
制
度
」を
ス
タ
ー
ト
。
災
害
時
に
助

け
が
必
要
な
人
を
把
握
す
る
制
度
で

す
。
万
が
一
の
時
、
で
き
る
こ
と
は
自

分
の
手
で
。
し
か
し
、
一
人
で
で
き
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。「
助
け

て
」と
言
え
な
い
の
が
日
本
人
の
特
性
。

周
囲
に
助
け
を
求
め
、
助
け
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

日

［福智山断層帯］
北九州市若松区頓田付近から八幡西
区、直方市、福智町を経て田川市夏
吉まで、約28㎞にかけて分布。この
断層帯の全体が活動した場合、マグ
ニチュード７.2程度、福智町では震
度6強となる地震が予測されている。

福智町

福岡県

西
山
断
層
帯

警
固
断
層
帯

小
倉
東
断
層

※この地図は見本です。実際の地図とは異なります。

Step.1 作成準備

Step.2 事前協議

Step.3 被災予想

Step.4 情報深化

Ａ地区「防災ちず」

災害の種類・時間・天候も
考慮し、避難できる建物や
広場に印をつけて、災害時
の集合場所に設定。

災害や急病、火事などの緊
急時に救急車や自家用車な
どが通れるか、道幅もあら
かじめチェック。

現状は安全でも、災害時に
被害が拡大しそうな場所ま
で細かく注意。写真なども
添付し、わかりやすく掲示。

「
助
け
て
」と
声
を
出
せ
る

関
係
づ
く
り
を

　

震
災
で
家
屋
の
下
敷
き
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
救
助
ま
で
の
経
過

時
間
が
生
死
を
分
け
ま
す
。
下
の
グ

ラ
フ
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
下
敷

き
に
な
っ
た
人
が
誰
に
助
け
ら
れ
た

か
を
示
す
も
の
。「
自
力
で・
家
族
に
」

「
友
人
・
隣
人
・
通
行
人
に
」が
大
半
を

占
め
、
大
規
模
災
害
で
は
公
助
に
限

界
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
連
携
し
て
防
災
活
動

を
行
う「
自
主
防
災
組
織
」が
全
国
的

に
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
組
織
率
は
、

福
岡
県
全
体
で
91・８
％
。
福
智
町
で

は
23・
４
％
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら「
何

か
あ
っ
た
ら
助
け
合
お
う
」と
い
う
人

が
多
い
地
域
は
災
害
に
も
強
い
地
域
。

い
ざ
と
い
う
時
に
あ
な
た
の
命
を
救
う

の
は
、
お
隣
さ
ん
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

災
害
時
に
力
を
発
揮
す
る

地
域
の
つ
な
が
り

宇
美
断
層

日向峠-

小笠木峠断層帯

水縄断層帯
参考：地震調査研究推進本部（文部
科学省研究開発局地震・防災研究課）

　 災は消防や行政がやるべき」
という依存型の人も少なくあ

りません。しかし大災害では被害が
同時多発し、交通網をはじめライフ
ラインが寸断されます。災害の規模
が大きくなればなるほど、消防や行
政の機能は混乱。一方で支援を必要
とする人は多くなるため、行政の手
が回らなくなることも想定できます。

大規模災害の時にあなたを
助けてくれるのは？

役場自体が被災し、
庁舎の使用ができ
なくなるケースも…

（熊本県大津町）

高齢者や障がい者など、自
力での避難が難しい「要支
援者」の居場所も地図に表
示し、災害や緊急時に活用。

防災ちず作成手順

↑５月12日に東ヶ丘地区のふれあい交流のメンバー
15人が中心となり、地域の防災ちずを作成しました。

【防災ちず】地域の人たちが集まって災
害発生を想定し、危険が予測される場
所や避難経路、必要な行動などを自ら
考え、地図に書き込んで情報を共有す
る防災訓練の一つ。地域のつながりの
強化、自衛意識の向上に役立ちます。

↑6月20日、矢久保地区のふれあい交流では社会福
祉協議会の職員による防災学習会が行われました。

自
助

共
助

公
助

自力で

家族に

友人・
隣人に

通
行
人
に

34.9%

31.9%

28.1%

2.6%

66.8%

30.7%

阪神・淡路大震災で下敷きになった人の救助
消防、自衛隊他 2.5％

「防

（割合）
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最悪を想定すれば、最善の対策が見えてくる―

死なないための備え。
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、

災
害
前
の
今
、災
害
時
の
想
定
を
ど
れ
だ
け
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

自
ら
の
命
、
そ
し
て
大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
に
考
え
て
欲
し
い
。

災
害
の
瞬
間
、
自
分
の
身
を
守
る
最
大
の
味
方
は
自
分
自
身
だ
か
ら
。

震
の
揺
れ
で
命
を
落
と
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
83・3
％
の
人
が
建
物

や
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
て
命
を
失

い
ま
し
た
。
大
地
震
で
は
、
タ
ン
ス
な

ど
の
重
い
家
具
も
簡
単
に
倒
れ
ま
す
。

地
震
が
起
き
た
ら
ま
ず
は「
物
が
倒
れ

る
」「
落
ち
て
く
る
」こ
と
を
考
え
、
第

一
に
頭
を
守
る
こ
と
。
そ
し
て
安
全
な

場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
で
す
。

　

地
震
で
亡
く
な
っ
た
人
が
今
話
せ

た
と
し
た
ら「
防
災
グ
ッ
ズ
が
大
切
」

な
ど
と
言
う
で
し
ょ
う
か
。
防
災
グ
ッ

ズ
が
役
に
立
つ
の
は「
死
な
な
い
」こ

と
が
大
前
提
。
地
震
で
は
、
ま
ず
圧

死
し
な
い
備
え
が
重
要
で
す
。
自
分

が
助
か
ら
な
け
れ
ば
、
人
を
助
け
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

平
時
に
ど
れ
だ
け
知
識
を
身
に
付

け
て
も
、
災
害
時
に
実
際
に
で
き
る

こ
と
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
今

で
き
る
こ
と
は
後
回
し
に
せ
ず
、
す
ぐ

に
対
応
。
こ
の
少
し
の
行
動
が
後
に

命
運
を
大
き
く
左
右
す
る
は
ず
で
す
。

　

自
然
災
害
の
多
い
日
本
で
は
、
昔
か

ら
多
く
の
命
が
災
害
に
よ
っ
て
奪
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
熊
本
地
震
で
の
死
者
・

行
方
不
明
者
は
50
人
。
他
に
20
人
が

関
連
死
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
発
生

時
に
適
切
な
対
策
や
行
動
が
と
れ
れ

ば
、命
を
つ
な
ぐ
確
率
は
上
が
り
ま
す
。

尊
い
命
の
犠
牲
を
無
駄
に
し
な
い
た

め
、
今
を
生
き
る
わ
た
し
た
ち
は
先
人

の
教
訓
を
生
か
し
、
今
後
起
こ
り
う
る

災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

７
年
前
の
７
月
、
福
智
町
で
も
土

砂
災
害
の
人
的
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
災
害
を
風
化
さ
せ
ず
次
代
へ
つ
な

ぐ
よ
う
、
町
で
は
７
月
24
日
を「
福
智

忘
れ
な
い
７
・
24

災
害
か
ら
何
を
学
ぶ
か

地

平成21年７月24日から26日にかけて降り続いた「中国・九州北部豪雨」で、５人が生き
埋めとなり、うち１人の尊い命を失った上弁城地区の土砂災害。福智町で二度とこのよ
うな被害を出すことのないよう、わたしたちは災害の教訓を決して忘れてはいけません。

地震には家具の固定が
有効。就寝場所は家具
の高さ分離れるか家具
の側面に。出入口付近
の避難路も確保します。

自主避難所
災害発生の恐れがあり、住民が自主的に
避難する場合、一時的に居住する施設。

■ 福智町役場
■中央公民館
■ 公民館方城分館

福祉避難所
体の不自由な人を優先する施設。

◉コスモス保健センター

避難勧告・避難指示時の避難所
避難勧告や避難指示がなされた場合、
住民が一時的に居住する施設。
●金田体育センター
●ふれあい塾
●金田中学校
●方城保健センター
●ふれあい館
●方城体育館
●中央保育所
●伊方小学校

●方城中学校
●やすらぎ館
●弁城小学校
●大浦隣保館
●上野小学校
●市場小学校
●赤池中学校

昨年５月、全世帯に配布され
た防災ハンドブックには、大
雨時の危険箇所や土砂災害
警戒区域、避難場所などの
情報を細かく確認できるハ
ザードマップが付属。必要
なかたは役場総務課で入手
するか、福智町公式ホーム
ページでもご覧になれます。

町
防
災
の
日
」と
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
起
き
て
か
ら
で
は
間
に
合

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
災
害
が
起
き
る

前
の
今
な
ら
、
ど
う
行
動
す
べ
き
か

確
認
し
た
り
話
し
合
う
こ
と
は
可
能
。

防
災
へ
の
意
識
を
持
っ
て「
ど
う
す
れ

ば
助
か
る
か
」を
一
人
ひ
と
り
が
考
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
き
っ
と
災
害
に

強
い
ま
ち
に
な
る
は
ず
で
す
。

福智町消防団
森 五十男団長

消防団は常に行政と連
携をとって、地域の

安全、安心のために防災活
動に尽力しています。しか
し、災害は突発的に発生す
るもの。消防団が到着する
までに命をつなぐのは、み
なさん一人ひとりです。ど
うか防災への「意識」と「備
え」を忘れないでください。

意識と備えを忘れずに

→昨年７月に上弁城集会所に建立
した「福智町防災の日を定める碑」。

福智町防災講演会開催

【表紙の答え】問1.ｂ…耐震強度の低い建物内や頭を隠す
場所が無い場合など、外に出た方が良いケースもあります。
問2.ｂ…イノシシの最高速度（40～50km/h）と同程度です。
問3.ａ…金田分館、金田小学校は避難所になっていません。

福智町防災の日である７月24日
に、地域交流センターで「防災

講演会」を開催します。講師の藤澤
健児さん（社団法人九州防災パートナ
ーズ代表理事）が今回の熊本地震を
ふまえて、緊急地震速報が出た時に
どうするべきかなどをお話しします。

問 総務課 消防防災係　☎ 22-0555

６


